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Abstract 
This study inspects the compression toughness of the supporting columns which prevented layer 
collapse and installed with the goal of securing of human life and relations with the wide shear 
reinforcement quantity experimentally for old RC structure buildings.  
This report has collated the validation data for the purpose of clarification of the influence of 
reinforcement content on compressive strength of concrete. As a result, horizontal reinforcement is more, 
the empirical formula was found to provide a slight excess of rating. 
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1. 緒 言 
我が国の建築においては建築基準法で定める
耐震性能が基準であり，既存建築物では，これ
を満たすための方法として，補強部材を追加す
ることが基本となっている。そのため，学校建
築の長手方向のような場合，補強壁を多数配置
することになり，多額の費用が必要となること
から耐震補強に至らないケースは非常に多い。 
本研究は，多額の費用等の経済的な理由で耐
震基準に満たない建物が放置されている状況を
背景として，ローコスト補強を実現するために
被災建物の使用は期待せずに，もっぱら人命保
護に特化した耐震補強工法を提案するものであ
る。すなわち，既存柱に添わせて新たな柱（添
柱）を構築し，この添柱によって軸力を保持さ
せることによって震災時における避難シェルタ
ーを実現しようとするものである。 
前報 1）では，添柱に使用する材料の力学的性
質の解明のため，プレーンコンクリートの強度
を共通条件とし，横補強筋量（pw）を実験要因
とした圧縮試験を実施した。添柱に作用する軸
力が最大応力度を超えた場合であっても急激な
軸崩壊が生じないように圧縮靱性を持たせてお
くことは，シェルター空間の創出や避難時間確
保の観点からも必要であることは明らかであ 
り，添柱に圧縮靱性を付与するためには，横補
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強筋量（pw）に対し，最大応力度以降の応力低
下率（α）と鉛直ひずみ増大率（β）の関係が明
らかでなければならない。図 1 は，横補強筋量
をパラメータとして応力低下率とひずみ増大率
との関係を示した既報の実験結果である。横補
強筋量が大きくなるに伴い，供試体のひずみ増
大率は小さくなる傾向にあることを確認した。
しかしながら，パラメータとなる横補強筋ピッ
チの種類が少なく，また，統計的にも実験回数
が十分でないことなどから，定量的な評価には
至っていない。 
そこで本報では，圧縮強度に及ぼす横補強筋
量の影響の究明のほか，前報 1）で不足していた
パラメータ（横補強筋ピッチおよび本数）を補 
い補強効果を検証するため，横補強筋量のパラ
メータを増やし，前報では十分な検討ができな
かった応力低下率（α）とひずみ増大率（β）に
及ぼす横補強筋量の影響を究明するための基礎
データの整理を目的とする。 
 
2. コンクリートの圧縮強度に及ぼす横補強筋
量の影響に関する実験 
2.1 使用材料およびコンクリートの調合 
本報では，急激な耐力劣化の恐れがある高強
度コンクリートは対象とせず，一般的に用いら
れている呼び強度 30N/mm2をプレーンコンクリ
ートの強度として検討した。調合は，普通 30-12-
20N とし，全国生コンクリート協同組合連合会に
加盟するレディミクストコンクリート工場から
アジテート車で運搬したものを用いた。 
横補強筋として，図 2 に示すような φ3.2mm 
の針金をスパイラル状に巻き上げたものを用い 
た。ここで，実柱に挿入する横補強筋ピッチ 
は，コンクリートの充填性を考慮した最小間隔
（50mm 程度）から定まる補強筋量および建築 
基準法で定める最大間隔（＠100mm）の制限か
ら定まる補強筋量によって，上限・下限の配筋
量を決定する。前報 1）では，これを条件に D13
筋の使用を仮定した 3 タイプを標準として実柱
の補強筋とし，この補強筋量にほぼ等しい等価
な補強筋量を設定した。本報においては，応力
低下率（α）とひずみ増大率（β）に及ぼす横補
強筋量の影響の究明を目的として，実用的には
不適合であるピッチも含め，表 1 のように横補
強筋の 13 種類のピッチとした。 
2.2 供試体の作製および養生 
使用したレコンクリートは，アジテータ車に
より運搬し，受け入れ試験によってスランプ 
（12.5cm）および空気量（3.2%）を確認した。 
コンクリートの打設は，予めスパイラル状に
巻き上げ加工した横補強筋を挿入した鋼製型枠
（φ100×200）を用い，受け入れ試験完了後のコ
ンクリートを直ちに型枠へ打設した。打設は 2
層に分け，1 層目を打設した後，突き棒で 11 回
突き，木槌で充分に側面を叩いて締固めた。そ
して，2 層目も同様の手順で打設した。供試体 
は，横補強筋のピッチごとに 6 体作製し，比較
用として無補強のコンクリートを 6 体作製し 
た。打設後の供試体は乾燥の少ないコンクリー
ト養生室へ静置し，打設から 24 時間経過後に 
 
 
図 1 応力低下率とひずみ増大率との関係 
 
表 1 横補強筋の記号と横補強筋量
 
 
  
 （a）φ3－＠4    （b）φ3－＠10 
  
（c）φ3－＠24     （d）φ3－＠64 
図 2 スパイラル状に巻き上げた横補強筋 
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記号 横補強筋比(%) D13換算時ピッチ
φ3-@4 3.54 @25
φ3-@6 2.36 @35
φ3-@8 1.77 @50
φ3-@10 1.41 @60
φ3-@12 1.18 @75
φ3-@14 1.01 @85
φ3-@16 0.88 @100
φ3-@18 0.78 @110
φ3-@20 0.71 @120
φ3-@24 0.59 @150
φ3-@32 0.44 @200
φ3-@48 0.29 @300
φ3-@64 0.22 @400
156 第一工業大学研究報告　第26号（2014）
位　田　達　哉 1
  
脱型し，ただちに恒温水槽（水温 20±3℃）へ入
れ，試験材齢（28 日）まで水中養生を施した。 
2.3 圧縮試験の方法 
所定期間の水中養生を完了した供試体は，J1S 
A 1108 に準じて圧縮試験を実施した。同時に，
電気式変位計（精度：0.01mm）を用いて板間変
位を 2 箇所から実測し，その平均値によってひ
ずみ度を計算した。一般的なコンクリートの圧
縮試験であれば，ひずみ度の測定にはストレイ
ンゲージやコンプレッソメータを用いることが
望ましいが，最大荷重以降，供試体の横方向へ
のはらみが大きいことから，上述の方法で最大
荷重以降の靭性を評価するのは困難である。そ
こで，板間変位より間接的にひずみ度を測定す
ることとした。 
2.4 試験の結果 
表乾密度および圧縮強度の試験結果を表 2 に
示す。また，代表的な応力度-ひずみ度曲線を図
3 に示す。各供試体の変動係数は概ね 3%程度で
あり，目視確認と合わせて施工不良などの影響
はなかったと判断できる。横補強筋量が増加に
伴う圧縮強度の向上が確認できた。一方で，表
乾密度には明確な差は確認されなかった。ま 
た，定量的な評価には至っていないが，横補強
筋量が増加するにつれて，最大荷重後の勾配が
緩やかになっており，靱性の向上を確認するこ
とができた。 
各供試体の代表的な最終破壊状況を図 4 に示
す。比較的ピッチが細かく密に配筋された供試
体では，全体に渡ってかぶりコンクリートが剥
落し，補強筋の拘束効果が良く表れている様子
がうかがえる。一方，@20mm 以上のピッチの 
粗い供試体では，横補強筋による拘束効果が充
分に現れていない破壊状況であった。 
2.5 考察 
最大強度時に横補強筋（SUS304A）は降伏強
度に達していると仮定し，規格降伏点強度（0.1
％耐力）の 1.1 倍を実降伏点強度として，横方 
向の静水圧を受けるコンクリートシリンダーの
破壊試験結果に基づく実験式（1）式を用いて計
算値（fcc）を算出した。 
sD
Af
ff spyccc  2.8
'  ［N/mm2］ …（1） 
ここに，fy  ：横補強筋の降伏点強度［N/mm2］ 
fc'   ：プレーンコンクリートの圧縮強度 
［N/mm2］ 
Asp ：横補強筋の断面積  ［mm
2］ 
 D ：供試体の直径    ［mm］ 
 S  ：補強筋のピッチ   ［mm］ 
 
 
 
表 2 表乾密度および圧縮強度の測定結果 
 
 
図 3 応力度-ひずみ度曲線 
  
 （a）φ3－＠4    （b）φ3－＠10 
  
（c）φ3－＠16    （d）φ3－＠24 
  
（e）φ3－＠64     （f）nRC（無補強） 
図 4 供試体の破壊性状の一例 
記号
φ3-@4 2.71 (1.67) 76.6 (2.91)
φ3-@6 2.57 (3.47) 65.8 (5.93)
φ3-@8 2.49 (1.94) 57.4 (4.53)
φ3-@10 2.46 (1.33) 47.2 (1.20)
φ3-@12 2.47 (1.98) 45.5 (1.64)
φ3-@14 2.44 (2.15) 44.0 (1.35)
φ3-@16 2.41 (1.78) 42.3 (1.50)
φ3-@18 2.42 (2.42) 40.7 (1.13)
φ3-@20 2.43 (1.06) 39.1 (1.49)
φ3-@24 2.42 (1.04) 38.7 (0.94)
φ3-@32 2.37 (1.49) 37.1 (1.15)
φ3-@48 2.36 (1.70) 36.4 (0.39)
φ3-@64 2.37 (0.85) 34.4 (3.58)
nRC 2.37 (3.19) 30.1 (2.84)
【注】1）括弧内の数値は変動係数（％）を示す。
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表 3 および図 5 は圧縮強度および実験式によ 
る推定強度を比較したものである。横補強筋量
が多くなるに従って f / fcc（実験値／計算値）が 
やや小さくなる傾向が確認できる。なお，横補
強筋のひずみ量を測定していないため，最大荷
重時の横補強筋応力度は不明であるが，破壊経
過から推定して，横補強筋量の多い供試体にお
いて最大荷重時に横補強筋が降伏していないと
考えられるケースが多かった。このことから，
（1）式は横補強筋量が多い場合には過剰評価と
なることが示唆される。本研究は最大荷重以降
の剛性低下程度（圧縮靱性）と横補強筋量の関
係を調べるのが目的であるため，本件に関する
考察は以上に留める。 
図 6 は，最大圧縮強度に及ぼす横補強筋量の
影響を示し，無補強試験体の最大圧縮強度の平
均値との比を示したものである。横補強筋量の
増加に伴って圧縮強度は指数関数的に上昇する
傾向を示した。 
 
3. 結 言 
圧縮靱性に及ぼす横補強筋量の影響を実験的
に検証することを目的とし，その過程で得られ
た一部の成果（圧縮強度と横補強筋量の関係）
について考察した。その結果，既往の実験式 
（（1）式）は横補強筋量が多い場合には過剰評
価となることがわかった。 
次報では，本報で得られたデータをもとに，
最大強度以降の圧縮靱性と横補強筋量との関係
を報告する予定である。 
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表 3 圧縮強度および実験式による推定強度 
 
 
 
図 5 圧縮強度の実測値と計算値との比較 
 
図 6 圧縮強度に及ぼす横補強筋量の影響 
記号 p w
［%］
f
［N/mm2］
f cc
［N/mm2］
f /f cc
φ3-@4 3.54 76.6 81.5 0.94
φ3-@6 2.36 60.6 64.7 0.94
φ3-@8 1.77 53.3 56.3 0.95
φ3-@10 1.41 47.9 51.2 0.94
φ3-@12 1.18 46.1 47.9 0.96
φ3-@14 1.01 44.3 45.5 0.97
φ3-@16 0.88 42.8 43.7 0.98
φ3-@18 0.78 41.4 42.3 0.98
φ3-@20 0.71 40.1 41.2 0.97
φ3-@24 0.59 38.4 39.5 0.97
φ3-@32 0.44 37.3 37.4 1.00
φ3-@48 0.29 36.3 35.3 1.03
φ3-@64 0.22 34.2 34.2 1.00
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